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ひと言メモ

解説

 　藤田医科大学では、10月より、各学部
校舎の女子トイレに生理用品の設置を始め
ます。大学の学生部と地域共生社会推進セ
ンターが協力して、学生の教育環境充実の
観点から実施することになりました。
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女子トイレへの生理用品の無料設置を始めます（試験運用）

学生の要望を受け実施

　藤田医科大学では、定期的に学生の代表と
教職員が協議を行っていて、その中で、教育
環境の改善要望がなされています。
　医療職を目指す藤田医科大学の学生は、し
っかり勉学に励めるよう、日々心身を整えて
大学に来ています。困りごとが出てきた時の
備えがあれば、不安が軽減できます。
　今回の生理用品の設置は、利用実績が確認
できるまで、試験運用として開始します。
　生理用品が足りているか確認し、必要に応
じて補充する業務を、スマイルチームの障害
者スタッフに担当してもらうことになりまし
た。日頃、教室の清掃などを丁寧に行ってい
る様子が認められ、新しい役割を担うことに
なりました。

ポイント

学びやすい、働きやすい環境づくり

　学校法人藤田学園では、2021年10月にSDGs推進室を立上げました。2025年4月からは
藤田医科大学学事部SDGs推進課として再編して、学園全体のSDGsの情報公開、活動推進、
啓発活動を実施しています。
　藤田医科大学のSDGsに基づく取組みは、「藤田医科大学SDGs報告書」をご覧ください。
https://www.fujita-hu.ac.jp/SDGs/report.html
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センター長通信

　藤田医科大学では、「誰ひとり取り残さな
い学園」づくりを目指し、ダイバーシティ
ー＆インクルージョンの推進に取り組んで
います。
　学生・教職員から寄せられた「授乳やお
祈りの場が欲しい」「性的マイノリティも安
心できる空間が必要」といった声を受け、
・ プライバシーに配慮した「ユニバーサル
ルーム」の開設、
・ 性別を問わず誰もが安心して利用できる
よう「オールジェンダーステッカー」を多
目的トイレに掲示、　　など、すべての人が
安心して学び、働き、過ごせる環境づくり
を進めています。　今回紹介した生理用品の
設置も、こうした取組みの一環です。
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